
②らせん巻き方向が規制されたらせん高分子の合成法の開発と超機能の探索 

私たちは合成高分子で巻き方向の規制されたらせん高分子の合成に成功しました。巻き方向が

決まっている分子は右と左の構造（つまり鏡像関係の分子）を見分け、分離できる能力を持ちま

す（つまり光学分割に使えます）。しかも私たちのらせん高分子は超分子的にらせん構造を安定化

しているので、構造に刺激応答性を持たせることが可能で調整機能の付与も可能です。 

 

 

 

 最近見出した合成方法では、その主鎖のらせんが超分子的に水素結合で固定されており、主鎖

のらせんとともにもうひとつのらせんを形成し、また高分子鎖としてはラダー（はしご）状であ

るので、「高分子―超分子キラルラダー二重らせん高分子」と呼んでいます。この新規な高分子は

いろいろな機能が期待できます。たとえば最近私たちはこの高分子を用いて、高分子不斉触媒を

開発し、このような規則性の主鎖らせんが有効であることを見出しました。さらにこの高分子は

構造を刺激により制御できるので、その性能を調整できる従来の触媒には無い性能を持たせるこ

とが期待できます。最終的には高分子触媒である酵素の高い反応選択性を持ちながら、酵素より

も安定で使いやすい触媒の開発につながると期待できます。 



 



 


